
1980年出上の木簡

御
予
ケ
谷
遺
跡
出
土
木
簡
の
報
告
書
公
刊
，

木
筒
研
究
創
刊
号
で
紹
介
し
た
、
静
岡
県
藤
枝
市
御
子
ケ
谷
遺
跡
の
発

掘
ｔ報
告
書
が
出
版
さ
れ
た
。
同
書
は
駿
河
国
志
太
郡
衡
跡
と
考
え
ら
れ
る

御
子
ケ
谷
遺
跡
と
秋
台
遺
跡
の
発
掘
報
告
書
で
、
本
文
二
〇
三
頁

・
写
真

図
版

一
六
九
頁
の
大
部
な
も
の
で
、
太
簡
の
釈
文
は
も
ち
ろ
ん
、
墨
書
土

器
等
の
検
討
、
志
太
郡
衡
の
比
定
、
遺
跡
の
編
年
及
び
そ
の
構
造
等
、
内

容
は
詳
細
に
わ
た
っ
て
い
る
。

藤
枝
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所
編

『
日
本
住
宅
公
団
藤
枝
地
区
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
Ⅲ
』

一
九
八

一
年
三
月
　
　
頒
価

一
万

一
千
円

・
送
料
五
〇
〇
円

申
込
先
　
同
調
査
事
務
所
〒
四
二
六
静
岡
県
藤
枝
市
新
南
新
屋
三
〇
―
四

石
川

所
在
地
　
　
　
石
川
県
鳳
至
郡
穴
水
町
宇
川
島
小
学
桜
町

調
査
期
間
　
　
一
九
七
八
年

（昭
開
）
二
月
１
二
月

発
据
機
関
　
　
穴
水
町
教
育
委
員
会

・
穴
水
町
埋
蔵
文
化
財
調
査
委
員
会

調
査
担
当
者
　
四
柳
嘉
章

・
辻
本
　
馨

遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

遺
跡
の
年
代
　
平
安
時
代
末
を
室
町
時
代

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

桜
町
遺
跡
は
、
能
登
半
島
の
屈
折
点
に
あ
た
る
穴
水
盆
地
の
や
や
奥
部
に
位

置
し
、
盆
地
を
貫
流
す
る
小
又
川
の
右
岸
に
立
地
し
て
い
る
。
標
高
約
３
ｍ
。

近
年
、
市
街
地
周
辺
の
大
規
模
な
宅
地
化
が
計
画
さ
れ

（穴
水
都
市
計
画
西
川

島
地
区
区
画
整
理
事
業
）、
一
〇
年
計
画
で
盆
地
全
体
の
発
掘
調
査
（西
川
島
遺
跡
群
）

を
実
施
中
で
あ
る
。
当
遺
跡
の
第

一
次
調
査
は
、
道
路
敷
の
六
Ｘ
三
〇
ｍ
を
完

掘
し
、
一
〇
棟
の
掘
立
柱
建
物

（
〓
一末
―
一
五
世
紀
）、
井
戸

公
一基
）
、
土
城
等

を
検
出
し
た
。　
一
号
井
戸

（方
形
横
捜
支
柱
型
）
に
は
、　
マ
ナ
コ
と
し
て
の
珠
洲

焼
浄
瓶

（
〓
一末
を
三
二
世
紀
初
）
が
納
置
さ
れ
て
お
り
、　
二
号
井
戸

（方
形
隅

柱
墳
機
型
、　
一
三
世
紀
中
葉
）
に
は
、
組
み
合
せ
人
形
の
頭
部

（両
面
に
朱
漆
で
居

を
描
く
）
が
投
げ
こ
ま
れ
て
い
た
。

木
簡
が
検
出
さ
れ
た

一
号
土
城
は
、
楕
円
形

（長
径
一
二
一五
じ

を
塁
し
、

漆町西遺跡出上の木札
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